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北海道大空町議会

議
会
だ
よ
り

OZORA
GIKAI DAYORI

　　　

　除雪や排雪作業も、
北海道ならではの冬景
色の一つではないで
しょうか。
　道路脇に積み重なっ
た雪が大型車両で運び
出される様子は圧巻の
一言です。

６月８日、自治会から多くの方に参加いただき、道道空港線路地花壇の花苗植込み作業が行われました。
植栽されたベコニアやサルビアが、女満別空港に降り立った旅行客を温かく出迎えてくれます。



第５期 大空町議会 新人６名第５期 大空町議会 新人６名 が加わり新たな体制が発足が加わり新たな体制が発足
4 月臨時会

　４月17日に行われた大空町議会議員選挙により、新しい12名の
町議会議員が選出され、第３回大空町議会臨時会（４月28日開催）
において、議長、副議長、各委員会の構成が決定しました。

議長に 原 本 哲 己 議員を選出
副議長は 齋 藤 宏 司 議員

原　本　哲　己
議　長

松　岡　克　美
議会選出監査委員
議会運営委員会副委員長
産業建設文教常任委員会委員

三　條　幸　夫
総務厚生常任委員会委員長
議会運営委員会委員
網走地区消防組合議会議員

岩　原　　　繁
総務厚生常任委員会副委員長

森　賀　祐　司
産業建設文教常任委員会委員
議会広報常任委員会委員

川　村　　　淳
産業建設文教常任委員会副委員長

齋　藤　宏　司
副議長
産業建設文教常任委員会委員

上　地　史　隆
議会運営委員会委員長
議会広報常任委員会副委員長
総務厚生常任委員会委員
網走地区消防組合議会議員

後　藤　　　忍
産業建設文教常任委員会委員長
議会運営委員会委員

鈴　木　秀　之
議会広報常任委員会委員長
議会運営委員会委員
総務厚生常任委員会委員
網走地区消防組合議会議員

福　田　淳　一
産業建設文教常任委員会委員
議会広報常任委員会委員

大　泉　知　功
総務厚生常任委員会委員
議会広報常任委員会委員
網走地区消防組合議会議員

【産業建設文教常任委員会】
森賀祐司 委員　　 齋藤宏司 委員　　福田淳一 委員

川村  淳 副委員長　後藤　忍 委員長　松岡克美 委員

【総務厚生常任委員会】
上地史隆 委員　　大泉知功 委員

岩原　繁 副委員長　三條幸夫 委員長　鈴木秀之 委員

【議会運営委員会】
鈴木秀之 委員　　後藤　忍 委員

松岡克美 副委員長　上地史隆 委員長　三條幸夫 委員

【議会広報常任委員会】
福田淳一 委員　　大泉知功 委員

上地史隆 副委員長　鈴木秀之 委員長　森賀祐司 委員
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一般会計2億2,339万円追加補正 総額98億5,218万円に
３月定例会３月定例会

令和4年令和4年

3月8日～15日3月8日～15日

　大空町議会３月定例会は、令和３年度一般会計などの補正予 算議案、条例改正議案、指定管理の指定、議
会側議案を審議しました。
　また、令和４年度予算が提案され、「予算審査特別委員会」 を設置し、審議を行ないました。

　大空町議会３月定例会は、令和３年度一般会計などの補正予 算議案、条例改正議案、指定管理の指定、議
会側議案を審議しました。
　また、令和４年度予算が提案され、「予算審査特別委員会」 を設置し、審議を行ないました。

指
定
ご
み
袋
の
料
金
を
改
定

今
年
10
月
か
ら
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り

１
円
の
値
上
げ
へ

令和３年度

う
ち
９
８
０
万
円
を
町
内
の

森
林
環
境
保
全
の
財
源
と
し

て
有
効
に
活
用
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

保
険
給
付
費

三
條
議
員
　

Ｑ
　
　
　
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
、
施
設
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が
大
き
な

減
額
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

介
護
予
防
で
努
力
を
し
て
い

る
と
い
う
見
解
で
い
い
か
。

福
祉

課
長

　
　
　
職
員
の
業
務
体
制
の

見
直
し
を
行
い
、
居

宅
介
護
予
防
支
援
業
務
に
専

従
で
き
る
環
境
を
作
り
ま
し

た
。

　
分
析
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
が
、
予
防
段
階
か
ら
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
介
護
の
段
階

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　
民
間
に
よ
る
運
営
に
よ
り
、

公
共
施
設
の
設
置
目
的
を
達

成
す
べ
く
、
指
定
管
理
者
を

指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

要
望
意
見
書
・
決
議

　
下
記
の
要
望
意
見
書
、
決

議
に
つ
い
て
、
可
決
し
ま
し

た
。

人
事
案
件

　
教
育
委
員
会
委
員
に
、
矢

浪
亜
由
美
氏
を
任
命
に
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村

公
平
委
員
会
委
員
に
、
五
島

巧
氏
（
興
部
町
）
を
選
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

　
大
空
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
な
ど
、
５
つ
の
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
指
定
ご
み
袋
等
の

料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定

三
條
議
員　

  

Ｑ
　
　
　
生
活
困
窮
者
に
と
っ

て
は
多
少
の
値
上
げ

で
も
影
響
が
あ
る
。
ご
み
袋

の
提
供
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

補
正
予
算

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
の

ほ
か
、
７
特
別
会
計
の
補
正

予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
可

決
し
ま
し
た
。

ご
み
処
理
施
設
維
持
管
理
費

負
担
金

三
條
議
員
　  

Ｑ
　
　
　
廃
棄
物
広
域
処
理
事

業
負
担
金
６
３
８
万

円
の
減
額
理
由
を
伺
う
。

住
民

課
長

　
　
　
網
走
市
へ
不
燃
ご
み

の
搬
出
を
予
定
し
て

予
算
計
上
し
て
い
ま
し
た
が
、

想
定
よ
り
搬
出
量
が
少
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
積
立

金

三
條
議
員
　

Ｑ
　
　
　
積
立
金
の
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

総
務

課
長
総
務

課
長

　
　
　
１
，
６
０
０
万
円
程

度
を
予
定
し
、
こ
の

新
規
水
源
補
償
調
査
委
託
料

三
條
議
員
　

Ｑ
　
　
　
新
規
水
源
に
関
し
て
、

土
地
所
有
者
と
の
交

渉
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

教
育
長

建
設
課
参
事

　
　
　
新
規
水
源
の
土
地
売

買
に
あ
た
り
、
町
が

算
定
し
た
買
収
金
額
と
所
有

者
の
想
定
し
て
い
る
金
額
に

大
き
な
開
き
が
あ
り
、
交
渉

を
一
旦
終
了
し
て
い
る
状
況

で
す
。

財
産
の
無
償
貸
付
け

　
東
藻
琴
地
区
に
お
け
る
畜

産
振
興
の
た
め
、
東
藻
琴
肉

牛
哺
育
セ
ン
タ
ー
に
関
係
す

る
土
地
、
建
物
を
オ
ホ
ー
ツ

ク
網
走
農
業
協
同
組
合
に
無

償
貸
付
け
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
可
決
し
ま
し
た
。

計
画
の
策
定

　
平
成
29
年
に
制
定
し
た
大

空
町
住
生
活
基
本
計
画
に
つ

い
て
、
５
年
が
経
過
し
た
こ

と
か
ら
、
大
空
町
に
相
応
し

い
住
宅
施
策
を
総
合
的
、
体

系
的
に
進
め
る
た
め
、
方
針

を
見
直
し
て
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

協
定
の
締
結

　
斜
里
町
、
小
清
水
町
、
清

里
町
が
網
走
市
と
定
住
自
立

圏
形
成
協
定
を
締
結
す
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
圏

域
全
体
が
関
係
す
る
協
定
の

内
容
に
整
合
を
図
る
た
め
、

大
空
町
と
網
走
市
で
新
た
に

協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約

　
開
陽
中
央
線
舗
装
工
事
と

開
陽
中
央
線
改
良
舗
装
工
事

の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
、
可
決
し
ま
し
た
。

住
民
課
長

　
　
　
福
祉
課
と
連
携
し
な

が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

形
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

改良工事が進む開陽中央線

コロナ禍での消費拡大対策の強化とてん菜の安定的な生産維持を求める
要望意見書（要旨）

　変異株による新型コロナウイルスの感染拡大により、飲食店の営業自粛など、感染防止対策が図られ、米や乳製品、
砂糖など、農畜産物の需要減退に拍車がかかる恐れがあり、早急な需要喚起と消費拡大対策が求められている。
　また、オホーツク地域における基幹作物である「てん菜」の生産に対し、国は砂糖消費の低迷や在庫の増大を背景
として、馬鈴しょ等への転換を進める事業を措置し、てん菜の生産抑制の方針を示しており、輪作体系の維持が危ぶ
まれる状況である。
　ついては、農業者が今後も安心して営農を継続できるよう要望する。
１. 新型コロナウイルスの変異株の急速な感染拡大により、収束の先行き不安から一層の観光事業の低迷、飲食業
の利用客の落ち込みが長期化する懸念があり、今後も地域経済への影響が危惧されることから、米や乳製品、砂
糖などの農畜産物の需要喚起と消費拡大対策を強化するとともに、地域経済を活性化する対策など地方自治体へ
の対策関連予算を十分に措置すること。
２. てん菜の生産については、輪作体系の一翼を担う重要な作物であり、作付転換による影響は生産者のみならず
製糖工場などを含む地域経済にも影響をもたらす懸念があることから、てん菜の作付面積を維持し、安定的な生
産を持続できるよう慎重な対応を図ること。

★上記の要望意見書を全会一致で採択し、国に対して提出しました。

ロシアによるウクライナ侵略を非難する決議
　本年２月 24日に開始されたロシアによるウクライナへの侵略は、ウクライナの主権及び領土を侵害するものであ
り、武力行使を禁ずる国連憲章に違反する行為であって、断じて許すことはできない。
　このような力による一方的な現状変更の試みは、国際社会の平和と安全を著しく損なう暴挙である。さらにプーチ
ン大統領の核使用を示唆するような発言は、今日の国際社会において決して許されるものではない。
　ウクライナでは市民を含め多くの人命が奪われ、避難生活を余儀なくされ、財産、自由が失われていることに、強
い憤りを覚える。
　大空町議会は、世界の恒久平和を願い、ロシアによるウクライナ侵略を厳しく非難するとともに、ロシア軍の即時
撤退と平和的な解決が行われることを強く求める。
　また、政府においては、国際社会との緊密な連携のもと、厳格かつ適切な対応を講じ、ウクライナの平和が１日で
も早く戻るよう強く求める。

採
択

採
択

区　　分 現状 令和４年10月から 令和７年４月から

指定ごみ袋

３リットル袋１枚 ６円 ９円 12円
５リットル袋１枚 10円 15円 20円
10リットル袋１枚 20円 30円 40円
15リットル袋１枚 30円 45円 ６0円
30リットル袋１枚 ６0円 ９0円 120円
45リットル袋１枚 ９0円 135円 180円

指定ごみ袋販売枚数 10枚１袋 ５枚１袋
事業系ごみ処理券 １枚50円 １枚80円 １枚100円

管理施設の名称 指定管理者 指定管理期間

障 が い 者
福 祉 セ ン タ ー
ち あ ふ る

社 会 福 祉 法 人
東 藻 琴 福 祉 会

令和４年４月１日から
令和９年３月31日まで

メ ル ヘ ン 公 園
一 般 財 団 法 人
め ま ん べ つ
産 業 開 発 公 社

令和４年４月１日から
令和９年３月31日まで
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◎
一
般
会
計
歳
入

権
限
移
譲
事
務
交
付
金

三
條
議
員
　  

Ｑ
　
　
　
権
限
移
譲
を
受
け
て

い
る
件
数
を
伺
う
。

総
務
課
主
幹

　
　
　
８
４
１
あ
る
事
務
の

う
ち
２
０
０
件
弱
を

見
込
ん
で
令
和
４
年
度
予
算

を
積
算
し
て
い
ま
す
。

農
業
経
営
高
度
化
支
援
事
業

　
三
條
委
員
　

Ｑ
　
　
　
こ
の
制
度
の
概
要
を

伺
う
。

産
業
課

参
事

　
　
　
農
業
者
の
負
担
軽
減

を
図
る
国
の
補
助
金

で
、
大
空
町
内
で
は
、
道
営

水
利
施
設
等
保
全
高
度
化
事

業
と
農
地
整
備
事
業
が
該
当

し
ま
す
。

　
事
業
費
か
ら
農
業
者
負
担

分
を
引
い
た
地
元
負
担
額
に

対
し
、
55
％
が
国
か
ら
補
助

金
と
し
て
入
っ
て
き
ま
す
。

残
り
の
45
％
を
道
と
大
空
町

で
２
分
の
１
ず
つ
負
担
し
て

い
ま
す
。

◎
一
般
会
計
歳
出

網
走
刑
務
所
住
吉
作
業
所
用

地
利
活
用
事
業
業後

藤
委
員　

  

Ｑ
　
　
　
す
み
よ
し
ふ
れ
あ
い

農
園
整
備
事
業
委
託

料
７
６
２
万
円
の
概
要
を
伺

う
。

総
務
課

参
事

　
　
　
鹿
柵
、
休
憩
用
ユ
ニ

ッ
ト
ハ
ウ
ス
の
設
置
、

農
園
と
果
樹
園
の
造
成
、
農

業
機
械
の
借
上
料
な
ど
を
見

込
ん
で
積
算
し
て
い
ま
す
。

廃
屋
等
解
体
撤
去
推
進
事
業

三
條
委
員
　

Ｑ
　
　
　
何
件
程
度
を
見
込
ん

で
い
る
の
か
。
条
件

等
も
含
め
て
伺
う
。

住
民
課
長

　
　
　
建
替
え
を
目
的
と
し

な
い
廃
屋
の
排
除
の

た
め
の
制
度
で
、
年
間
10
件

弱
の
申
請
が
あ
り
ま
す
。

都
市
公
園
管
理
運
営
費

三
條
委
員
　

Ｑ
　
　
　
都
市
公
園
長
寿
命
化

計
画
は
法
的
に
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

建
設

課
長

　
　
　
法
的
な
制
約
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
交
付
金

を
財
源
と
す
る
た
め
に
計
画

を
策
定
し
、
計
画
的
な
修
繕

を
考
え
て
い
ま
す
。

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

三
條
委
員
　

Ｑ
　
　
　
町
内
の
人
同
士
で
結

婚
し
た
場
合
の
支
援

制
度
が
な
い
理
由
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
定
住
対
策
の
一
環
と

し
て
制
度
化
し
た
も

の
で
あ
り
、
両
名
と
も
町
内

で
あ
っ
て
も
出
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
今
後
、
ご
議
論
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

保
健
衛
生
一
般
事
務
費

三
條
委
員
　

Ｑ
　
　
　
電
話
健
康
相
談
の
利

用
件
数
を
含
め
、
こ

の
事
業
を
続
け
る
必
要
性
が

あ
る
の
か
伺
う
。

福
祉
課
長

　
　
　
電
話
で
医
師
、
保
健

師
、
看
護
師
等
の
有

資
格
者
が
助
言
、
指
導
を
行

う
も
の
で
、
令
和
元
年
度
は

１
８
４
件
、
令
和
２
年
度
が

２
８
３
件
と
多
く
の
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
直
接
電
話
相
談
で
き
る
と

い
う
精
神
的
な
部
分
で
の
優

位
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
費
用
と
効
果
の
バ
ラ

ン
ス
を
総
合
的
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新年度予算 総額 105億 5,218 万円 を可決

　令和４年第１回定例会に提案された令和４年度大空町各会計予算は、議会に「予算審査特別委員会」
を設置し、慎重に審議しました。
　審議の結果、提案内容のとおり可決すべきものと決定し、議員全員の賛成により可決されました。
　本特別委員会での総括質疑・答弁の概要をお知らせします。
　※内容は要約しております。詳細は、両地区図書館または議会ＨＰの「会議録」をご覧ください。

新年度まちの予算をチェック！新年度まちの予算をチェック！
～令和４年度　予算審査特別委員会～～令和４年度　予算審査特別委員会～

造成中のすみよしふれあい農園造成中のすみよしふれあい農園

地
域
情
報
配
信
事
業

三
條
委
員
　

Ｑ
　
　
　
そ
ら
ナ
ビ
の
供
用
開

始
時
期
を
伺
う
。

福
祉
課
長

　
　
　
４
月
か
ら
町
民
の
方

に
ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
中
身
を
詰
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

町
営
住
宅
維
持
補
修
事
業

三
條
委
員　

Ｑ
　
　
　
エ
ア
コ
ン
対
応
改
修

工
事
は
、
何
件
程
度

計
画
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

住
民
課
長

　
　
　
公
営
住
宅
に
エ
ア
コ

ン
を
設
置
す
る
た
め

の
配
線
と
穴
を
開
け
る
工
事

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
女
満
別

の
あ
け
ぼ
の
団
地
、
は
な
ぞ

の
団
地
、
東
藻
琴
の
中
央
さ

く
ら
団
地
と
単
身
者
住
宅
、

計
２
０
０
戸
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

上
地
委
員　

Ｑ
　
　
　
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
開
設
前

に
備
品
を
購
入
し
な
け
れ
ば

交
付
金
の
対
象
に
な
ら
な
い

た
め
、
開
設
が
７
月
に
遅
れ

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
事
前

の
連
携
、
調
整
ミ
ス
で
は
な

い
か
。

福
祉
課
参
事

　
　
　
北
海
道
と
の
連
絡
調

整
不
足
で
、
制
度
の

再
確
認
を
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
原
因
で
す
。

　
関
連
事
業
に
つ
い
て
、
連

携
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
材
利
用
促
進
事
業
補
助

金

上
地
委
員　

Ｑ
　
　
　
近
年
は
実
績
が
な
い

と
聞
い
て
い
る
が
、

使
い
や
す
い
よ
う
に
検
討
す

る
余
地
は
な
い
の
か
伺
う
。

産
業
課
長

　
　
　
状
況
を
把
握
し
な
が

ら
、
必
要
が
あ
れ
ば

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

齋
藤
委
員
　

Ｑ
　
　
　
所
得
制
限
で
該
当
に

な
ら
な
い
町
民
も
い

る
が
、
将
来
的
に
こ
の
制
限

が
続
く
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
給
付
を
受
け
る
町
民

の
側
か
ら
見
れ
ば
制

限
は
な
い
ほ
う
が
い
い
の
は

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
次
期

町
長
選
挙
に
立
候
補
し
な
い

私
が
こ
の
場
で
約
束
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
新
し
い
理
事
者
と
新
し
い

議
会
の
中
で
議
論
を
進
め
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◎
総
括
質
疑

町
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い

て

深
川
委
員
　  

Ｑ
　
　
　
３
年
に
ま
た
が
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
、
さ
ら
に
は
世
界
を

揺
る
が
す
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、

こ
の
飛
び
火
は
地
方
も
影
響

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
職
員

の
奮
起
に
期
待
す
る
。

町
長

　
　
　
私
が
退
い
て
も
職
員

は
変
わ
ら
ず
、
ま
た

一
つ
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

自
ら
の
発
想
で
創
意
工
夫
を

も
た
ら
し
な
が
ら
、
こ
の
町

を
次
の
時
代
へ
と
導
い
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ

令和４年度に工事を行う令和４年度に工事を行う
はなぞの団地はなぞの団地

ま
し
て
は
、
叱
咤
激
励
に
よ

り
職
員
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
町
の
発
展
に

ご
努
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

給
食
の
無
償
提
供
に
つ
い
て

齋
藤
委
員
　

Ｑ
　
　
　
大
空
高
校
に
対
し
て
、

学
校
給
食
の
無
償
提

供
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
過
去
、
東
藻
琴
高
校

の
生
徒
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
給
食

は
必
要
な
い
と
い
う
意
見
が

多
い
結
果
で
し
た
が
、
時
代

が
進
み
、
小
中
学
校
は
実
質

的
な
無
償
化
と
し
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
町
長
、
新
し
い
議

会
議
員
で
活
発
に
議
論
し
な

が
ら
、
次
の
施
策
に
結
び
つ

い
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
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我が町政を問う

問
　
　
　
不
登
校
の
定
義
に
つ

い
て
、
文
部
科
学
省

は
、
年
度
間
に
連
続
ま
た
は

継
続
し
て
30
日
以
上
欠
席
し

た
児
童
生
徒
の
う
ち
、
何
ら

か
の
心
理
的
、
情
緒
的
、
身

体
的
あ
る
い
は
社
会
的
要
因
、

背
景
に
よ
り
登
校
し
な
い
、

し
た
く
て
も
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
も
の
と
し
、
病
気
や

経
済
的
理
由
を
除
く
と
し
て

い
る
。

　
文
部
科
学
省
が
発
表
し
た

「
令
和
２
年
度
児
童
生
徒
の

問
題
行
動
・
不
登
校
等
生
徒

指
導
上
の
諸
課
題
に
関
す
る

調
査
」
に
よ
る
と
、
小
学
校
、

中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
の

児
童
生
徒
数
は
、
全
国
で
19

万
６
，
１
２
７
人
と
過
去
最

多
を
記
録
し
、
学
年
が
上
が

る
ほ
ど
不
登
校
の
児
童
生
徒

の
数
が
増
加
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
。

　
大
空
町
の
現
状
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
支
援

を
行
っ
て
き
た
の
か
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
大
空
町
の
小
中
学
校

に
お
け
る
状
況
は
、

過
去
と
比
較
し
て
極
端
に
増

え
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
は

な
く
、
横
ば
い
の
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
で
情
報
共
有
を
図

る
と
と
も
に
、
個
々
の
児
童

生
徒
に
応
じ
た
対
策
な
ど
に

つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
巡
回
相
談

も
し
て
お
り
、
不
登
校
児
童

生
徒
や
保
護
者
と
の
面
談
の

ほ
か
、
学
校
に
お
け
る
対
応

策
な
ど
に
つ
い
て
指
導
助
言

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
学
校
、
教
育
委
員
会
、
保

健
師
、
保
護
者
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
メ
ン
バ
ー

と
し
て
構
成
す
る
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

も
定
期
的
に
開
催
し
て
お
り
、

個
々
の
ケ
ー
ス
ご
と
に
検
討

を
行
い
、
対
象
家
庭
の
サ
ポ

ー
ト
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
保
護
者
が
抱
え
て
い
る
不

安
や
悩
み
を
お
聞
き
す
る
な

ど
、
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
支
援
に
繋
げ
て
お
り
、
学

校
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
ら
に
、
教
育
相
談
員
が

毎
月
学
校
訪
問
を
行
い
、
学

校
の
実
態
把
握
に
努
め
る
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
専

門
機
関
に
繋
げ
、
専
門
的
な

指
導
助
言
を
仰
ぐ
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
支
援
を
継
続

し
て
い
く
中
で
、
登
校
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

問
　
　
　
平
成
29
年
度
の
調
査

で
全
国
１
，
１
４
２

箇
所
、
63
％
の
自
治
体
が
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
適
応
指

導
教
室
）
を
設
置
し
て
い
る
。

市
町
村
で
の
設
置
は
努
力
義

務
だ
が
、
今
後
、
検
討
で
き

な
い
か
。

教
育
長

　
　
　
以
前
、
公
共
施
設
の

空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活

用
し
て
、
適
応
指
導
教
室
を

開
設
し
よ
う
と
試
み
ま
し
た

が
、
対
象
児
童
の
利
用
に
は

至
ら
ず
、
断
念
し
た
経
過
が

あ
り
ま
す
。

　
小
規
模
町
村
で
は
、
専
任

ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
も
利

用
に
繋
が
ら
な
い
ケ
ー
ス
が

多
く
、
設
置
が
進
ん
で
い
な

い
実
態
が
あ
り
ま
す
。
設
置

を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、

不
登
校
児
童
生
徒
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
し
て
有
効
な
制
度
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
、
必
要
と
な
る

ケ
ー
ス
が
生
じ
た
場
合
は
、

前
向
き
に
設
置
の
検
討
も
考

え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
文
部
科
学
省
の
取
り

組
み
の
中
で
、
24
時

間
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談

支
援
体
制
、
端
末
を
利
用
し

た
相
談
支
援
体
制
の
拡
充
と

い
う
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
大
空
町
も
端
末
が
整
備
さ

れ
て
い
る
の
で
、
相
談
支
援

体
制
を
拡
充
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

教
育
長

　
　
　
不
登
校
の
問
題
に
つ

い
て
、
児
童
生
徒
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
保
護
者
の

悩
み
相
談
対
応
の
窓
口
は
、

北
海
道
も
国
も
設
け
て
い
ま

す
。

　
何
か
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
こ
こ

に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
と
い

っ
た
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
保
護
者

の
皆
さ
ん
に
随
時
周
知
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や

　
相
談
窓
口
の
拡
充
を

教
育
長
▼
既
存
の
学
校
施
設
や

　
相
談
体
制
を
最
大
限
活
用
し
た
い

問
　
　
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
よ
り
、
大
空

町
で
も
児
童
生
徒
に
１
人
１

台
の
端
末
を
整
備
し
た
が
、

授
業
で
ど
の
よ
う
に
活
用
が

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
家
庭
へ
の
光
通
信

環
境
整
備
の
現
状
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
今
年
度
か
ら
本
格
的

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
た
授
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
小
学
校
で
は
、
す

べ
て
の
教
科
で
端
末
を
使
用

し
て
お
り
、
中
学
校
に
お
い

て
も
、
全
教
科
で
の
活
用
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
小

学
校
で
は
児
童
個
々
の
学
習

状
況
の
瞬
時
の
把
握
と
タ
イ

ミ
ン
グ
の
良
い
指
導
助
言
が

可
能
に
な
る
こ
と
、
遠
隔
地

と
繋
い
だ
学
習
が
で
き
る
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
中
学
校
で
は
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
教

職
員
の
事
務
作
業
の
負
担
軽

減
や
働
き
方
改
革
に
も
繋
が

っ
て
い
る
と
い
う
効
果
も
見

ら
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ

と
で
、
提
出
状
況
の
把
握
や

集
計
作
業
を
シ
ス
テ
ム
上
で

行
う
こ
と
が
で
き
た
り
、
宿

題
の
配
付
、
提
出
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
う
こ
と
で
、
採
点
、

返
却
と
い
っ
た
作
業
の
効
率

化
が
図
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
支
え
る
た

め
、
教
育
委
員
会

で
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ

ー
事
業
を
活
用
し
、

教
職
員
も
積
極
的

に
研
修
に
参
加
し
、

端
末
を
活
用
し
た

新
た
な
授
業
改
革

に
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
推
進
委
員
会

で
は
、
授
業
支
援
ソ
フ
ト
や

教
材
ソ
フ
ト
の
教
育
効
果
に

つ
い
て
研
究
協
議
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
個
別
最
適
化
さ
れ

た
学
習
環
境
を
整
え
る
た
め

に
、
授
業
支
援
ソ
フ
ト
等
の

活
用
は
有
効
と
考
え
、
導
入

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
家
庭
へ
の
通
信
環
境
整
備

費
補
助
金
の
実
績
に
つ
い
て

は
、
令
和
２
年
度
が
２
件
、

令
和
３
年
度
が
43
件
の
合
計

45
件
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
小

中
学
校
の
保
護
者
に
対
し
、

補
助
事
業
の
内
容
周
知
を
行

う
と
と
も
に
、
整
備
状
況
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

タブレットを活用し授業に取り組む小学生

家
庭
に
お
け
る
通
信
環
境
の

状
況
把
握
も
行
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

問
　
　
　
端
末
の
持
ち
帰
り
は
、

近
隣
の
市
町
村
は
す

で
に
行
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

や
暴
風
雪
で
臨
時
休
校
と
な

り
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
に

行
け
ず
家
に
い
る
こ
と
で
、

生
活
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
て
い

る
と
い
う
問
題
が
出
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
早
期
に
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
通
信
環
境
の
整
備
が
さ
れ

て
な
い
家
庭
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
問

題
は
早
期
に
改
善
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長

　
　
　
大
空
町
で
は
こ
れ
ま

で
、
家
庭
へ
の
通
信

環
境
整
備
費
補
助
、
授
業
で

の
端
末
活
用
を
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
コ
ロ

ナ
の
関
係
で
自
宅
待
機
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
子
ど
も
の
家

庭
と
学
校
と
を
繋
い
で
、
家

に
い
な
が
ら
授
業
に
参
加
す

る
取
り
組
み
も
行
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
端
末
の
持
ち
帰
り
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
か
ら
実
施
で

き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
端
末
の

故
障
原
因
に
応
じ
た
修
繕
費

用
の
負
担
を
ど
う
す
る
か
、

通
信
環
境
の
な
い
家
庭
に
対

し
て
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
を

貸
与
で
き
な
い
か
な
ど
、
今

後
、
ル
ー
ル
づ
く
り
や
必
要

な
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
実

現
に
向
け
た
環
境
整
備
を
進

め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
国
の
補
助
が
先
細
り

す
る
中
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
は
保
守
、
点
検
、
シ
ス
テ

ム
更
新
な
ど
、
多
大
な
予
算

が
必
要
と
な
り
、
計
画
的
な

整
備
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

教
育
長

　
　
　
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
、
教
職
員
用
の
端

末
購
入
費
用
は
３
，
８
０
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
初
期

導
入
は
国
の
補
助
金
が
財
源

と
な
り
ま
し
た
が
、
更
新
す

る
財
源
に
つ
い
て
は
、
示
さ

れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
機
器
の
耐
用
年
数
を
５
年

程
度
と
考
え
る
と
、
端
末
や

附
属
機
器
の
更
新
に
向
け
た

準
備
も
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
事
業
費
も
相
当
額
と
な

る
た
め
、
国
の
動
向
も
注
視

し
な
が
ら
計
画
的
更
新
が
図

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

不登校の子供の支援について

上地 史隆 議員

　新しい首長、議員が誕
生しました。住民の皆様
には、しっかりと町のた
めに仕事をしているの
か、今後も関心を持って
注視していただくようお
願い申し上げます。

ＧＩＧＡスクールの取り組みと
課題について

上地 史隆 議員

端
末
の
持
ち
帰
り
学
習
を

　
行
わ
な
い
の
か

教
育
長
▼
持
ち
帰
り
が
で
き
る

　
環
境
整
備
に
努
め
た
い

一 般 質 問
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我が町政を問う

大
空
高
校
寄
宿
舎
建
設
に

　
至
る
経
過
は

教
育
長
▼
二
つ
の
寄
宿
舎
活
用
は

　
難
し
い

一 般 質 問

大空高校の寮の建設に至るまで
の経過と建設計画について

　長年利用されてきた施
設が役割を終えて用途廃
止になる等一抹の寂しさ
を感じることがありま
す。
　また、新たな公共施設
が町民の皆様に十分理解
され、活用されることを
願いたいと思います。

三條 幸夫 議員

問
　
　
　
大
空
高
校
の
東
藻
琴

寄
宿
舎
、
女
満
別
寄

宿
舎
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
高
校
を
統
合
す
る
に

あ
た
り
、
二
つ
の
寄

宿
舎
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

も
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た

が
、
東
藻
琴
寄
宿
舎
の
老
朽

化
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。

昭
和
43
年
築
の
建
物
で
あ
り
、

改
善
の
必
要
性
を
高
校
統
合

前
か
ら
認
識
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
寄
宿
舎
の
改
築
に
充

て
ら
れ
る
国
や
道
の
財
源
が

な
い
中
、
改
築
等
の
整
備
計

画
を
持
つ
こ
と
は
大
変
難
し

い
状
況
で
あ
り
、
令
和
２
年

度
に
東
藻
琴
寄
宿
舎
の
居
室

の
一
部
改
修
を
行
う
な
ど
、

施
設
の
延
命
に
努
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
女
満
別
寄
宿
舎
に

は
、
平
成
25
年
築
の
比
較
的

新
し
い
建
物
で
す
が
、
現
在

は
利
用
生
徒
が
い
な
い
こ
と

か
ら
休
止
し
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
既
存
施
設
の
活
用
は
、

な
か
な
か
運
用
が
難

し
い
と
思
う
が
、
女
満
別
寄

宿
舎
の
よ
う
に
築
８
年
で
用

途
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
が
。

教
育
長

　
　
　
こ
れ
ま
で
女
満
別
寄

宿
舎
の
運
営
費
は
年

間
約
１
，
３
０
０
万
円
、
東

藻
琴
寄
宿
舎
の
運
営
費
は
年

間
１
，
２
０
０
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
経
費
の
縮
減
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
施
設
整
備
構
想
に
合

わ
せ
、
二
つ
あ
る
寄
宿
舎
を

東
藻
琴
一
箇
所
に
集
約
し
、

効
率
的
な
運
営
を
図
る
こ
と

と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
大
空
高
校
の
寄
宿
舎

建
設
計
画
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
整
備
に
向

け
設
計
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
建
設
場
所
、
整
備
概
要
、

事
業
費
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

を
伺
う
。

　
ま
た
、
学
び
の
拠
点
と
し

て
、
機
能
が
ど
れ
ぐ
ら
い
備

わ
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
地
方
創
生
に
か
か
る

国
の
交
付
金
を
活
用

し
、
大
空
高
校
を
核
と
し
た

学
び
の
交
流
拠
点
と
し
て
お

り
、
寄
宿
舎
機
能
に
加
え
、

公
設
塾
の
実
施
や
地
域
の
方

々
の
研
修
、
各
種
会
議
な
ど
、

生
徒
や
地
域
内
外
の
多
く
の

方
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
高
校
生
と
地
域
の
方

々
が
交
流
を
深
め
ら
れ
る
場

づ
く
り
と
、
地
域
内
外
多
く

の
方
々
と
の
関
わ
り
を
作
る

こ
と
に
よ
る
関
係
人
口
の
拡

大
に
も
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習

課
参
事

　
　
　
　
寄
宿
舎
は
、
建
設

予
定
地
を
旧
東
藻

琴
幼
稚
園
跡
地
と
し
、
木
造

平
屋
建
て
、
床
面
積
９
０
０
．

７
７
㎡
、
施
設
中
央
の
セ
ン

タ
ー
ハ
ウ
ス
に
食
堂
や
研
修

室
な
ど
の
交
流
拠
点
機
能
を

持
た
せ
、
居
室
棟
を
両
サ
イ

ド
に
配
置
し
た
定
員
42
名
の

施
設
に
な
り
ま
す
。

　
建
設
工
事
費
は
約
４
億
９
，

８
０
０
万
円
、
主
な
財
源
は

国
費
で
あ
る
地
方
創
生
拠
点

整
備
交
付
金
と
合
併
特
例
債

を
充
て
る
予
定
で
、
町
の
持

ち
出
し
は
約
１
億
円
程
度
と

な
り
ま
す
。

　
６
月
に
入
札
及
び
契
約
事

務
を
完
了
さ
せ
、
７
月
か
ら

建
設
工
事
に
着
手
し
、
令
和

５
年
４
月
の
供
用
開
始
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
大
空
高
校
の
寮
の
建

設
に
あ
た
っ
て
は
、

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

賛
否
の
ご
意
見
、
投
書
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

　
現
施
設
の
現
況
、
経
過
等

説
明
い
た
だ
い
た
が
、
建
設

の
概
要
等
を
含
め
、
こ
れ
か

ら
も
逐
次
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
周
知
し
、

道
内
外
か

ら
来
ら
れ

る
家
族
に

と
っ
て
大

切
な
子
ど

も
さ
ん
を

３
年
間
お

預
か
り
し

て
い
る
こ

と
を
、
町

民
の
皆
さ

ん
と
認
識

を
共
有
す

る
こ
と
が

大
切
だ
と

考
え
る
が
。

教
育
長

　
　
　
保
護
者
や
生
徒
か
ら

す
れ
ば
、
大
空
町
は

ど
の
よ
う
な
人
が
住
ん
で
、

ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
厳
し
い
冬

の
住
環
境
で
不
安
な
く
安
心

し
て
３
年
間
、
高
校
生
活
が

送
れ
る
の
か
ど
う
か
、
厳
し

い
目
で
選
択
を
さ
れ
て
い
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

　
新
年
度
、
お
子
さ
ん
の
大

空
高
校
へ
の
入
学
を
期
に
大

空
町
へ
の
移
住
を
予
定
さ
れ

て
い
る
方
が
い
る
こ
と
も
聞

い
て
お
り
、
新
し
い
高
校
の

存
在
に
よ
っ
て
、
移
住
定
住

に
結
び
つ
く
成
果
も
期
待
さ

れ
ま
す
。

学びの交流拠点として活躍が期待される

補
正
予
算

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、

可
決
し
ま
し
た
。

大
空
高
等
学
校
交
流
拠
点
施

設
整
備
事
業

三
條
議
員
　

Ｑ
　
　
　
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
伺
う
。

生
涯
学
習

課
参
事

　
　
　
　
６
月
に
入
札
を
行

い
、
７
月
に
工
事

着
工
、
令
和
５
年
２
月
に
完

成
し
、
４
月
か
ら
の
供
用
開

始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

広
域
穀
類
乾
燥
調
製
貯
蔵
施

設
整
備
事
業

上
地
議
員
　

Ｑ
　
　
　
施
設
の
増
設
で
、
貯

蔵
量
は
ど
の
く
ら
い

増
え
る
の
か
。

　
ま
た
、
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
伺
う
。

産
業

課
長

　
　
　
鉄
骨
造
平
屋
建
て
で

４
，
４
７
５
平
方
メ

ー
ト
ル
の
貯
蔵
庫
を
１
棟
新

設
し
ま
す
。
５
万
７
，
６
０

０
俵
分
の
貯
蔵
量
が
増
え
、

現
状
の
ほ
ぼ
倍
と
な
り
ま
す
。

　
６
月
に
工
事
発
注
を
行
い
、

完
成
は
令
和
５
年
３
月
の
予

定
で
す
。

三
條
議
員
　

Ｑ
　
　
　
事
業
費
の
財
源
内
訳

を
伺
う
。

産
業
課
長

　
　
　
事
業
費
は
、
20
億
９
，

５
２
０
万
９
千
円
で
、

財
源
は
、
北
海
道
の
補
助
金

が
10
億
２
，
０
８
０
万
円
、

町
債
が
10
億
７
，
３
０
０
万

円
、
残
り
１
４
０
万
９
千
円

が
一
般
財
源
と
な
り
ま
す
。

広域穀類乾燥調製貯蔵施設整備事業、大空高等学校
交流拠点施設整備事業に２６億５１６万円追加補正
　３月28日に開催した第２回臨時会では、一般会計補正予算を審
議し、可決しました。

３
月
臨
時
会

副
町
長
の
選
任

　
鈴
木
章
夫
氏（
福
祉
課
長
）

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
長
の
任
命

　
関
谷
正
樹
氏
（
美
幌
町
立

東
陽
小
学
校
長
、
元
女
満
別

小
学
校
長
）
の
任
命
に
同
意

し
ま
し
た
。

監
査
委
員
の
選
任

　
松
岡
克
美
氏
（
再
任
）
の

選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

職
員
懲
戒
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任

　
６
月
19
日
で
任
期
満
了
と

な
る
こ
と
か
ら
、
元
氏
充
氏
、

廣
川
和
寛
氏
、林
敏
美
氏（
す

べ
て
再
任
）
の
選
任
に
同
意

し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

　
大
空
町
特
別
職
の
給
与
に

関
す
る
条
例
な
ど
、
５
つ
の

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
の

ほ
か
、
５
特
別
会
計
の
補
正

予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
可

決
し
ま
し
た
。

選
　
　
挙

　
大
空
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
及
び
補
充
員
の
当
選
人

が
決
定
し
ま
し
た
。

○
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
奥
田
純
子
氏
、
丹
羽
多
美

男
氏
、
藤
井
智
靖
氏
、
中

川
利
佳
子
氏

○
補
充
員

　
森　
玲
子
氏
、
三
村
淳
良

氏
、
菊
地
勝
二
氏
、
鈴
木

真
寿
美
氏

副町長に鈴木章夫氏（49歳）を選任
～教育長には関谷正樹氏（56歳）～

　５月２０日に開催した第４回臨時会では、人事案件、条例改正、
補正予算などを審議し、可決しました。

5
月
臨
時
会

施設が建設される旧東藻琴
幼稚園跡地

施設を増設するビーンズファクトリー
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大空町議会『町民 との懇談会』を開催
令和３年度

団体等の発言 議会側の発言
●模擬議会に参加後、「議会だより」が発行され、町民の

方に声をかけていただく機会が増えました。役場職員

と話をする機会が大変有意義であり、丁寧に意見を聞

いていただけました。

◆まちづくり、議会に対して高い関心が得られているの

で、今後も継続的に模擬議会の取り組みを継続したい

と思います。

●家庭と仕事との両立、親の介護などもあり、女性が議

会議員になることは現実的に難しい。家族のバックアッ

プが必要だと思います。

◆女性議員が選出された際には、全面的にバックアップ

したいと思います。

●大空高校には全国から生徒がきているが、卒業後進学

する以外の子が、大空町に残りたいと思ったときに働

く場所があるのでしょうか。

◆働く場所は少ない状況にあり、事業者に働きかけてい

くとともに、企業誘致委員会にも働きかけたいと思い

ます。
●大空高校は、過去の東藻琴高校と比較し、印象がガラッ

と変わりました。実際に娘が入学してみると、勉強の

仕方が変わり、自分でしっかり自主的に勉強するよう

になったと聞いています。ＩＣＴも上手く使っていま

す。今後、生徒増加が見込まれそうだと感じています。

◆大空高校の魅力をさらに発展させるとともに、地域の

皆さんと一体となった高校づくりを目指すために、議

会としても一層の応援をしていきたいと思います。

●センチュウ問題で固定された畑は何十年たっても解除

できないのか不安です。

◆青年部の人たちや関係者の方たちには、これからもしっ

かりとした丁寧な説明が必要と考えています。
●農業推進に関する会議等にＪＡ青年部の参加も検討し

てもらいたいです。

◆町に伝えます。

●ＪＡ青年部作成のＣＭを町のイベントでも使用しても

らいたいです。

◆町に伝えます。

●商業の問題は、後継者がいないからだけで済まされる

問題でないように思います。定住・起業化支援等色々

ありますが、実際、店を閉めても住宅があるから公営

住宅に入ることは難しく、店舗改修して住宅として住

み続けることになります。これらのことを考え、まち

で基本計画等を作ることはできないのでしょうか。定

住対策として、商店街のハード事業と連携して、商店

の事業継承とどうリンクさせるか検討が必要です。

◆色々厳しい中でも取り組んでいる町もあります。基本

計画等の策定は、今後まちづくりを考えていくうえで

必要な事と思えますので、関係者で十分協議するよう

伝えます。　大空町議会では、より多くの町民から意見を聴き、町民と議会の関係をより近づけられるよう、議
会報告会のほか、団体や任意のグループ、次世代の担い手など（各団体等）を対象とした懇談会の開
催に取り組んでいます。
　議会から各団体等へ、各団体等から議会へ懇談会開催の申込みを行うことができ、議会からは少人
数の議員が参加します。
　各団体等で議員と懇談したいなど希望がありましたら、議会事務局までご相談ください。

　町民の皆さんとの意見交換により相互の理解を深め、多様な意見の町政への反映と地域課題に 即した議会活動を行うため『町民との懇談会』を開催しました。
　令和３年度は５つの団体（計25名）と懇談し、たくさんのご意見等をいただきましたので、 主な内容をお知らせします。

団体等の発言 議会側の発言
●最近は電子マネー、フリーＷｉ－Ｆｉは当たり前の時

代で、カードやスマホでの支払い等、店の差別化に繋

がることが多くなって来ています。これらのことが全

店で改善されれば、若者には住みやすい町に繋がって

いくと思います。

◆既に、大空町で取り組んでいる部分も多々ありますが、

若者の住みやすい環境をつくることが必要だと思いま

す。その旨、町に伝えます。

●前回は食料店への利用が多かったことから、今回の商

品券の１３，０００円のうち２，０００円はソラッキー

商品券としたいと考えています。利用者からすると制

限がかかることになると思いますが協力願いたいと思

います。公平な分配と偏りをなくすためにも必要だと

考えます。

◆商店街の経済対策なので、良いと思います。

●新規の依頼を受けるがサービスの調整が難しい状況で

す。要介護度の低い方の受け皿として小規模多機能施

設を整備して欲しいです。

◆小規模多機能は多職種の配置が必要で、民間が新規に

参入するのは難しいと考えます。サービスが増えると

保険料にも影響しますので、今後の情勢を見極めなが

ら検討したいと思います。
●透析の方は週数回の通院が必要なため、町内では受け

皿がなくサービスの調整に困っています。

◆福祉サービスの対応は難しく、透析を行っている医療

機関、関連施設以外で対応することは難しいと思いま

す。そのようなことからも近隣市町村の医療、福祉事

業所と連携を強化していく必要があると思います。
●福祉系事業所は職員が充足していることがなくて、ど

うすれば満足するサービスを提供することができるか

考えることがあります。

◆サービスを提供するためには人材確保が必要と考えて

いますので、皆さんが働きやすい職場をつくるために

何かしらの支援ができないか検討したいと思います。
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Voice声町民の

　５月14日にオープンしました。
　手作りにこだわった家庭的なラン
チを提供するおうちごはんです。
　メニューは日替わりとなっており食
後のコーヒーはサービスです。
　皆様に愛される店作りを一生懸命
頑張ります。
　ご来店心よりお待ちしております。 名物 焼鳥弁当も始めます

おうちごはん 椛椛　店主　森川
〒099-3244 大空町東藻琴335-1

TEL ０８０-３２３４-４９３７

　

６
月
21
日
夏
至
。
地
球
の
地
軸
は
、

公
転
軌
道
に
対
し
て
約
23
．
４
度
傾

い
て
い
る
た
め
、
太
陽
の
当
た
る
時

間
が
日
々
変
化
し
ま
す
。
日
本
の
四

季
は
、
傾
い
た
地
軸
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
偶
然
の
産
物
だ
そ
う
で
す
。

　

生
命
の
星
、
地
球
で
人
類
の
存
続

に
か
か
わ
る
戦
火
が
止
み
ま
せ
ん
。
大

空
町
議
会
で
は
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
非
難
す
る
決
議
」

を
可
決
し
ま
し
た
。
人
間
の
力
を
過

信
す
る
こ
と
な
く
、
違
い
を
理
解
し

合
い
生
命
の
星
で
共
存
す
る
理
性
が

沸
き
立
つ
こ
と
に
望
み
を
託
し
ま
す
。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
か
ら
、
３
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
議
会
広
報
常

任
委
員
が
編
集
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

紙
面
に
掲
載
す
る
写
真
は
、
各
編

集
委
員
が
撮
影
し
た
も
の
で
構
成
し

よ
う
と
「
ス
マ
ホ
写
真
撮
影
方
法
」

を
学
び
な
が
ら
取
材
活
動
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

　
読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
く
、
伝

わ
る
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
、
自
由

に
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
う

編
集
に
努
め
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
、
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

�

（
鈴
木
）

�

発
行
責
任
者　
議
長　
原
本
哲
己

編
集
後
記

　オホーツクの大自然に囲まれた、大きく・広く・澄みわ
たった空の大空町。２年前、地域みらい留学のＳＮＳ広
告をきっかけに大空町を知り、親切な役場の方、豊かな
自然に魅了され、移住を決心しました。現在は、地域お
こし協力隊として活動しています。
　これまでは東京を中心に、自身が考案した赤ちゃんを
抱っこヒモで抱っこして、ステップを踏むベビーダンスや
社交ダンスの講師活動を行ってきました。
　移住後に気付いた大空町の魅力の一つに、大空町の
政策があります。ミルク券や省エネルギー器具等購入
推進事業補助金など、これまで暮らしてきた地域には

ない、町政を身近に感じられる、生活に寄り添った取り
組みも大空町の魅力だと、私は思います。
　その一方で、女性議員が０名であったり、コロナ禍の
生理用品の無料配布がないなど、女性視点の行政サー
ビスがないことに寂しく思うこともあります。
　まだ大空町のことは詳しく分からないので、これから
の活動を通して学ばせていただきながら、移住者ならで
はの視点を生かしつつ、魅力いっぱいの大空町を町内
外へと発信したいと思います。そして、「大空町に住めば
誰もが必ず元気になれる。」そんな大空町を未来の子ど
もたちに残していければと思います。

山
やま

　本
もと

　由
ゆ

美
み

子
こ

 さん
（大空町役場移住・定住支援室　地域おこし協力隊）
（一般社団法人日本ベビーダンス協会　代表理事）

　移住者・女性視点を

『町民の声』・『有料広告』
を募集しています！

　議会だよりの裏表紙に、「町民の声」として、町民の

方の議会に対する思いや考えを掲載しており、寄稿い

ただける方を募集しています。

　また、「有料広告」として、民間事業者の広告を募集

しています。議会だよりは年４回、町内全世帯に配布

しており、広告料は１回３，０００円となっています。

　「町民の声」、「有料広告」の掲載希望がありましたら、

議会事務局までご連絡をお願いします。

問い合わせ先

大空町議会事務局　℡0152-74-2111（内線 266）

� 生かして
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※民間事業者からの有料広告を掲載しています。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


